
2ヵ月児相談に
みえられた赤ちゃんを紹介します。○○くん(男の子)○○ちゃん(女の子)

（道越）12月8
日

生ま
れとらのし

んくん

（亀ノ浦）11月2
7日

生ま
れ けんとくん

（端古賀）
11月22

日

生まれ
たけるくん

（竹崎）10月2
1日

生ま
れ くりゅうくん

（亀ノ浦）

11月10日
生まれ たくまくん

（黒金）

11月26日
生まれ あやかちゃん

（里）

12月9日
生まれ あさひちゃん

    2

人口
男
女
世帯

9,528人
4,552人
4,976人
3,197世帯

(-194)
(  -91)
(-103)
(  -18)

前年同月比

(平成27年2月1日現在、外国人を含む)
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佐
賀
県
主
催
の
平
成
27
年

市
町
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

「
町
報
た
ら
」が
広
報
紙
、組

み
写
真
の
２
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。広
報
紙

は
２
年
連
続
、組
み
写
真
は
３

年
連
続
の
受
賞
で
す
。各
受
賞

号
は
、(社)
日
本
広
報
協
会
が
主

催
す
る
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
推
薦
・
出
品
さ
れ
ま
す
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。今
後
も
、皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
る
広
報
作
り

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

[広報紙]4月号[広報紙]4月号

[組み写真]6月号表紙[組み写真]6月号表紙

1月
4日

、成
人

式
が

行
わ

れ
、華

や
か

な
晴

れ
着

や
ス

ー
ツ

な
ど

を
身

に
ま

と
っ

た
新

成
人

た
ち

が
参

加
し

ま
し

た
。2-3ペ

ー
ジ

に
記

事
掲

載
。

養豚農家の3代目です。
日々豚の飼育をしています。

デコトラ
(デコレーショントラック)
です。
雑誌にも
載ったことが
あるんですよ。

家庭的な人

坂田養豚を大きく有名にしたい
です。
目指すはブランド豚！

◆仕事の内容

◆趣味

◆理想の女性

坂田和輝さん(青木平 20歳)

　　

◆将来の夢

◆太良町民への自己PR

養豚農家

とにかく豚肉を食べてください！

 2 
 2 平

成
27年

成
人

式



　

１
月
４
日
、自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
平
成

27
年
成
人
式
が
行
わ
れ
、新
成

人
１
１
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、岩
島
町
長
が
、

「
ふ
る
さ
と
太
良
町
に
愛
着
を

持
ち
、新
し
い
時
代
を
皆
さ
ん

で
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
」と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
謝
辞
で
は
今
泉
彩

夏
さ
ん
が
、「
こ
の
日
を
迎
え
る

事
が
出
来
た
の
も
家
族
や
先
生

方
、友
達
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
あ
り
、社
会
人
と
し

て
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　
恩
師
へ
の
花
束
贈
呈
の
後
、

新
成
人
の
主
張
を
馬
郡
大
輔
さ

ん
が
発
表
し
、「
こ
の
太
良
町
で

育
ち
、成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら

出
会
う
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
、日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
。」と
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、新
成
人
が
制
作

し
た
ビ
デ
オ「
キ
ャ
ン
パ
ス
メ

モ
リ
ー
」の
鑑
賞
も
行
わ
れ
、幼

少
・
学
生
時
代
の
映
像
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
会

場
か
ら
は
笑
い
と
歓
声
が
沸
き
、

参
加
し
た
新
成
人
た
ち
は
ひ
と

と
き
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う

に
観
て
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
で
組
織
す
る
実
行
委

員
会
の
企
画
運
営
に
よ
り
、平

成
27
年
成
人
式
は
厳
粛
で
華
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
１
２
人
が

　
　
成
人
を
迎
え
る

大
浦
校
区

多
良
校
区

①謝辞を述べる今泉彩夏さん②恩師への花束贈
呈③新成人の主張を発表する馬郡大輔さん④祝
辞を述べる恩師の宮嵜信仁先生⑤新成人制作の
キャンパスメモリー

①②③④

⑤

旧友との再会を喜び、

大人としての

決意を新たに

する新成人の皆さん
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１
月
８
日
、
御
手
水
区
の

的
場
で
五
穀
豊
穣
、
家
内
安

全
を
祈
る
的
射
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
黒
烏
帽
子
と
白
装
束
を
身

に
ま
と
っ
た
御
手
水
区
民
が

的
場
石
神
の
前
に
参
列
し
神

事
を
行
い「
東
西
南
北
」「
鬼
」

と
書
い
た
的
が
掲
げ
ら
れ
る

と
、青
竹
で
作
っ
た
弓
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使
い
「
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イ
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鋭
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オ
ニ
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竹
で
作
っ
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使
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エ
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鋭
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オ
ニ

（
鬼
）
」
な
ど
の

掛
け
声
を
か
け

矢
を
放
ち
ま
し
た
。

　
最
後
に
射
抜
い
た
人
に

幸
運
を
も
た
ら
す
と
い
わ

れ
る
的「
黒
星
」が
掲
げ
ら

れ
る
と
、射
手
は
幸
運
を

射
止
め
よ
う
と

競
っ
て
弓
を
引
き

ま
し
た
。
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運
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と
い
わ

れ
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的「
黒
星
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掲
げ
ら

れ
る
と
、射
手
は
幸
運
を

射
止
め
よ
う
と

競
っ
て
弓
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引
き

ま
し
た
。

太良町の新春行事

御
手
水
の
的
射
り

　
１
月
２
、
３
日
、
竹
崎
観
世

音
寺
修
正
会
鬼
祭
が
同
寺
で
行

わ
れ
、
生
命
の
再
生
と
海
陸
豊

穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
３
日
13
時
に
な
る
と
、
太
鼓

と
鉦
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
行
列

が
、
参
道
の
石
段
を
駆
け
上
が

り
観
音
堂
に
駆
け
込
み
ま

し
た
。
堂
内
で
は
院
主
の

法
要
、
太
鼓
経
に
続
き
、

魚
笠
と
白
い
お
面
を
身
に

フ
レ
イ
経
」
を
演
じ
ま
し

た
。

　
舞
台
を
観
音
堂
の
外
に

移
し
大
聖
棒
の
打
ち
切
り

　
　
　
が
行
わ
れ
赤
着
物
に
白

　
　
　
い
締
め
込
み
姿
の
鬼
副

　
　
　
が
、
法
要
に
よ
り
清
め

　
　
　
ら
れ
た
大
聖
棒
の
束
を

　
　
　
頭
上
ま
で
持
ち
上
げ
、

　
　
　
力
強
く
観
音
堂
の
床
に

　
　
　
た
る
と
、
観
客
が
縁
起

　
　
　
を
求
め
、
我
先
に
と
大

　
　
　
聖
棒
を
取
り
合
い
ま
し

　
　
　
た
。

　
　
　
　
な
お
、
今
年
も
「
鬼

　
　
　
追
い
」
は
中
止
さ
れ
、

　
　
　
童
子
舞
を
中
心
と
し
た

　
　
　
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
竹
崎
観
世
音
寺
修
正
会
鬼
祭

は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
、
ま
た
、
祭
り
の
中
で

演
じ
ら
れ
る
童
子
舞
は
佐
賀
県

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
崎
観
世
音
寺

修
正
会
鬼
祭

童子舞

大聖棒の打ち切り

円
座
祭

　
１
月
18
日
、
竹
崎
区
に
昔
か
ら

伝
わ
る
円
座
祭
が
竹
崎
観
世
音
寺

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
竹
崎
区
の
小
中
学
生
男

子
11
名
が
９
時
に
平
井
坊
に
集
合
。

裸
に
な
っ
た
上
半
身
や
顔
に
墨
で

化
粧
し
合
い
、
裸
足
で
境
内
に
移

動
。
円
陣
に
な
り
、
わ
ら
で
編
ん

だ
円
座
を
空
高
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放
り
投
げ
青
竹

で
競
っ
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射
止
め
た
り
、
大
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打
ち
切
り
や
、
円
座
を
使
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鬼
追
い
の
真
似
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
あ
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と
い
う
間
に
正
午
に
な

り
、
円
座
を
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の
屋
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の
上
に
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、
祭
は
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。
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打
ち
切
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や
、
円
座
を
使
っ
て

鬼
追
い
の
真
似
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
正
午
に
な

り
、
円
座
を
お
寺
の
屋
根
の
上
に

放
り
投
げ
、
祭
は
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了
し
ま
し
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。

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

症
し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に

基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付

や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年

月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
が
、
過
去
に
石

綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場

合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
最
寄
り
の
県
労
働
局
ま
た
は

労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
制
度
の
ご
案
内
は
厚
生
労
働

省
HP
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

佐
賀
労
働
局
労
働
基
準
部

労
災
補
償
課

℡
０
９
５
２-

３
２-

７
１
９
３

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済

　
12
月
28
日
か

ら
３
日
間
、
火

災
予
防
や
防
犯

を
目
的
と
し
て
、

太
良
町
消
防
団
が

年
末
警
戒
を
行
い

ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、

20
時
か
ら
翌
朝
５
時
ま
で
各
部

の
詰
所
に
待
機
し
、
厳
し
い
寒

さ
の
中
、
２
時
間
お
き
に
担
当

地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。

　
期
間
中
は
火
災
や
盗
難
も
な

く
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
月
11
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
運
動
広

場
で
、
太
良
町
消
防
出
初
式
が

行
わ
れ
、
秀
島
団
長
以
下
３
７

４
名
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
町
長
や
来
賓
に
対
し
、
太
良

分
署
職
員
と
太
良
町
消
防
団
の

規
律
正
し
く
行
進
す
る
様
子
等

を
披
露
し
、
さ

ら
に
、
町
長
が

各
部
の
機
械
器

具
等
の
整
備
状

況
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、

町
長
の
式
辞
で

は
年
末
警
戒
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、

日
頃
の
消
防
活

動
に
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

年末警戒を実施年末警戒を実施

太良町消防出初式太良町消防出初式
年末年始の
消防団活動

加
入
で
き
る
人

　
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
。

※
就
学
の
た
め
一
時
的
に
県
外

　
や
唐
津
市
、
伊
万
里
市
に
転

　
出
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き

　
ま
す
。
そ
の
他
の
市
町
は
住

　
民
票
の
あ
る
所
で
加
入
申
込

　
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
掛
金

　
年
額
一
人
　
５
０
０
円

　
※
一
人
一
口
に
限
り
ま
す
。

対
象
事
故

　
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

　
列
車
、
定
期
客
船
な
ど
の
走

　
行
中
の
人
身
事
故

※
軽
微
な
事
故
で
も
警
察
へ
の

　
届
出
が
必
要
で
す
。

　交
通
災
害
共
済
は
、
相
互
扶
助
の
精

神
に
よ
り
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に

遭
わ
れ
た
と
き
の
た
め
に
、
県
民
皆
さ

ん
が
掛
金
を
出
し
合
い
、
交
通
災
害
時

に
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。ぜ
ひ
、
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度

交
通
災
害
共
済
申
込
受
付
中
！

加
入
受
付
窓
口

・
役
場
総
務
課
お
よ
び
大
浦
支
所

・
郵
便
局

共
済
期
間

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

※
た
だ
し
４
月
１
日
以
降
の
加

　
入
に
つ
い
て
は
、
掛
金
を
領

　
収
し
た
翌
日
か
ら
平
成
28
年

　
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

見
舞
金
額

　
１
万
２
千
円
〜
１
０
０
万
円

※
入
院
・
通
院
日
数
等
に
よ
り

　
金
額
は
変
動
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

　防
災
係

℡
６
７-

０
１
２
９

防
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　２月16日から３月16日まで、平成26年分所得税（復興特別所得税を含む）の確定申　　　　告および平成27年度町県民税・国民健康保険税の
申告の受け付けを太良町役場２階大会議室で行います。申告相談の日程を次のとお　　　　り計画しましたのでご利用ください。
　▼例年申告期限間近になりますと大変混雑します。必ず指定日にご来場ください。

【期間】
２月16日(月)から　　　
　　　３月16日(月)まで

※土・日曜日を除く
【時間】

９時～11時、13時～16時
【会場】

太良町役場２階大会議室

【収支内訳書についてのお願い】
　収支内訳書がないと、手続きに時間がかかり
ます。事前に領収書や帳簿で収支内訳書を作成
しておいてください。

【申告に必要なもの】
　申告には次のような書類等が必要になります。申告内容にあわせて準備してください。
①申告書（送付されていない方は会場に準備しています。）
②事業所得の計算に関する書類（収支内訳書、帳簿、領収書など）
③源泉徴収票（給与、賃金、年金など）、支払調書、家賃、地代、配当など収入金額が分かるもの
④社会保険料、生命保険料、地震保険料などの領収書または証明書
⑤医療費、雑損、寄附金などの領収書または証明書
　※医療費の領収書は集計のうえ持参してください。
⑥障害者手帳など
⑦その他申告に必要な書類、証明書など
⑧所得税の還付を受ける場合は、自分名義の預金通帳
⑨印鑑

　青色申告の方については、ご自分で
申告書を作成して税務署へ提出また
は郵送しなければいけません。
　役場での申告相談は、白色申告者、
町県民税・国民健康保険税申告者が
対象となりますのでご注意ください。
（ただし、役場から税務署への送付
は行いますのでご利用ください。）

　国民健康保険（国保）に加入して
いて、申告が必要と思われる方に申
告書を２月初旬に発送しています。
　国保に加入していれば、平成26年
中 に 収 入 が な い 方 や 、 非 課 税 収 入
（雇用保険、遺族年金、障害年金な
ど）を受給している方も申告が必要
です。申告書に必要事項を記入して、
役場税務課へ提出してください。

【
申
告
相
談
日
程
表
】

青
色
申
告
の
方
へ

申
告
を
し
な
い
と
…

　個人事業者で平成24年分の課税売上高が
１千万円を超える方は、消費税の申告・納
付が必要です。
　消費税は、自書申告もしくは税務署での
申告となります。ただし、簡易課税制度を
選択された方は、役場でも申告相談を行い
ますのでご利用ください。（※役場では、
一般課税の申告相談は行いませんのでご注
意ください。）
平成26年分の消費税の申告・納付期限
　平成27年３月31日（火）

消
費
税
の
申
告

　税務署による所得税・消費税の申告相
談が次のとおり行われます。
期間　２月20日（金）～２月24日（火）
　　　※土・日曜日は休み。
時間　９時30分～15時30分
会場　鹿島市役所５階大会議室
問い合わせ先　
武雄税務署　個人課税部門
℡０９５４-２３-２１２７

税
務
署
主
催
の

　
　
　申
告
相
談

　平成25年分から平成49年分まで、復興
特別所得税（原則としてその年分の所得
税額の2.1％）を所得税とあわせて申告・
納付することとなっています。
　所得税および復興特別所得税の確定申
告書を作成する際は、「復興特別所得税」
の記載漏れがないようご注意ください。
　また、所得税の確定申告書の作成は、国
税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナー」をご利用ください。
　　　　　　　　　　国税庁　で  検索

復
興
特
別
所
得
税
の

　
　記
載
も
れ
に
注
意
！

期日　2月22日（日）、3月1日（日）
受付時間　９時～16時
対応業務
　確定申告書用紙の配布、申告相談、
　確定申告書の収受および納付相談
会場　佐賀税務署
　佐賀市駅前中央 佐賀第二合同庁舎
問い合わせ先　佐賀税務署
℡０９５２-３２-７５１１

佐
賀
税
務
署
の

休
日
対
応

国
民
健
康
保
険
税
の

申
告

役場での
申告相談・受付に

関する
問い合わせ先

税務課
℡67-0349

　申告が必要な人が申告をしていな
いと、所得税、町県民税では、加算
税や延滞金などが課せられます。
　また、国民健康保険税の軽減措置
や国民年金保険料の免除を受けられ
なかったり、保育所入所、公営住宅
入居、事業資金の融資などに必要な
所得証明書などが発行できなかった
りしますので、ご注意ください。

日
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
1
2

曜日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

　　　　　行政区
伊福・江岡・早垣・杉谷
栄町・畑田・片峰
油津・瀬戸
古賀・端古賀・川原・郷式・喰場
端月・大川内・中山・山根・北町

本町・陣ノ内・小田
針牟田・川内・蕪田・柳谷
大峰・中尾・大野・嘉瀬ノ坂・板ノ坂
三里・御手水・波瀬ノ浦・風配・里
野上・中畑

広江・野崎・津ノ浦

日
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

曜日
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

　　　　　行政区
亀ノ浦
道越
田古里・牟田・今里
竹崎・日ノ辻

平野・牛尾呂・船倉・青木平
広谷・黒金・大町
予備日
予備日
予備日

予備日

２
月

３
月

３
月
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太
良
町
で
は
、
放
課
後
、
自

宅
に
保
護
者
等
が
不
在
の
ご
家

庭
の
児
童
の
健
全
育
成
を
目
的

に
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
児
童
で
、
放
課
後
に
保
護

者
（
65
歳
未
満
の
祖
父
母
含

む
）
等
が
就
労
等
の
理
由
で
児

童
以
外
に
誰
も
い
な
い
家
庭
。

※
自
宅
保
育
が
可
能
な
日
は
利

　
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
実
施
場
所
】

・
多
良
校
区
…
多
良
小
北
側
校

　
舎
な
か
よ
し
ル
ー
ム

　
℡
６
７-

１
２
３
０

・
大
浦
校
区
…
大
浦
小
南
側
校

　
舎
な
か
よ
し
ル
ー
ム

　
℡
６
８-

２
３
４
３

【
開
設
時
間
】

・
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
放
課
後
〜
18
時

・
土
曜
日
、
夏
休
み
、

　
春
休
み
、
冬
休
み

　
８
時
30
分
〜
18
時

　（
祝
日
、年
末
年
始
、日
曜
を

　
除
く
）

【
指
導
内
容
】

　
健
康
、
情
緒
の
安
定
、
遊
び
、

児
童
の
健
全
育
成
活
動

【
費
用
】

　
事
業
に
必
要
な
経
費
の
一
部

と
し
て
、
実
費
相
当
分
の
利
用

料
を
徴
収
し
ま
す
。

・
毎
月
千
円
（
保
険
料
お
よ
び

　
お
や
つ
代
、
折
り
紙
代
等
）

【
申
込
方
法
】

　
町
民
福
祉
課
窓
口
に
あ
る
次

の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
登
録
申
請
書

②
雇
用
証
明
書
等
（
お
勤
め
、

　
自
営
、
そ
の
他
用
の
様
式
）

　
弟
妹
の
保
育
園
入
所
の
た
め

に
役
場
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
省
略
で
き
ま
す
。

※
申
込
書
の
内
容
を
審
査
し
、

利
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　
２
月
27
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課
　
福
祉
係

℡
６
７-

０
７
１
８

福
平
成
27
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
者
募
集

平
成
27
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
者
募
集

　
佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
聴
覚
障
害

者
の
悩
み
や
色
々
な
問
題
等
に

つ
い
て
専
門
的
に
相
談
を
受
け
、

支
援
で
き
る
相
談
員
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
ろ
う
あ
の
方
を
対
象

に
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相

談
者
と
同
じ
障
害
を
持
つ
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

適
確
な
助
言
や
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
ま
す
。
安
心
し
て
気
軽
に
相

談
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
17
日
㈫

　
　
　
10
時
〜
16
時

場
所
　
役
場
２
階
会
議
室
１

費
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課

℡
６
７-

０
７
１
８

佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

℡
０
９
５
２-

４
０-

７
７
０
０

聴
覚
障
害
者

　
巡
回
相
談
開
催

　
大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
の

う
ち
、
２
・
５
μ
ｍ
（
１
μ
ｍ

＝
１
㍉
の
千
分
の
１
）
以
下
の

非
常
に
小
さ
な
粒
子
で
、
肺
の

奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
く
、
呼

吸
器
系
や
循
環
器
系
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
を
保
護
す
る
上
で
維
持

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
濃
度

は
、
１
日
平
均
値
35
　　
／
㎥
以

下
で
あ
り
、
環
境
省
で
は
健
康

影
響
の
可
能
性
が
高
く
な
る
と

予
測
さ
れ
る
値
を
１
日
平
均
値

70
　
／
㎥
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
県
内
で
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

濃
度
の
日
平
均
値
が
、
70
　
／

㎥
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
た
場

合
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防

災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
不
要
不
急
の
外
出
や
屋
外
で

の
長
時
間
の
運
動
を
避
け
、
屋

内
で
も
換
気
を
最
小
限
に
す
る

な
ど
外
気
の
侵
入
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
こ
と
は
有
効
で

す
。

　
特
に
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系

の
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
や
小

児
、
高
齢
者
な
ど
は
影
響
を
受

け
や
す
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

体
調
に
応
じ
て
慎
重
に
行
動
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課

　環
境
係

℡
６
７-

０
７
９
２

微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２・
５
）に
ご
注
意
を
！

環ど
の
く
ら
い
の
濃
度
で

健
康
影
響
が
出
ま
す
か
？

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
？

ど
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

環
境
基
準
を
超
え
た
ら

髪の毛70μｍ

花粉30μｍ

PM2.5

　
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
現
在
服
用
さ
れ

て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に
切

り
替
え
ら
れ
た
場
合
に
、
お
薬

代
の
自
己
負
担
額
を
ど
の
く
ら

い
軽
減
で
き
る
か
試
算
し
た
差

額
通
知
ハ
ガ
キ
を
「
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら

せ
」
と
し
て
、
１
月
30
日
に
発

送
し
て
い
ま
す
。

通
知
の
対
象
と
な
る
方

　
該
当
月
に
処
方
さ
れ
た
先
発

医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
ら
れ
た
場
合
に
、

１
カ
月
あ
た
り
の
自
己
負
担
額

の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま

れ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
必
ず
し
も
全
員
の
方
に
届
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

①
お
薬
代
に
か
か
っ
た
金
額
の

み
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
窓
口
で
の
お
支
払
い

に
は
、
技
術
料
・
管
理
料
等
の

別
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
る
と
お
薬
代
が
安
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
お
伝

え
す
る
も
の
で
、
切
り
替
え
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

最
初
に
作
ら
れ
た
お
薬
（
先
発

医
薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た
後

に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。

　
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
有
効

成
分
・
効
能
・
効
果
を
も
つ
医

薬
品
で
す
が
、
ま
っ
た
く
同
一

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、
ま
ず
は
、
か

か
り
つ
け
の

医
師
・
薬
剤

師
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

通
知
書
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
中
央
会

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
２
０-

　
　
５
３-

０
０
０
６

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
知
ろ
う

有
料
広
告

日
時
　
２
月
20
日
㈮ 

19
時
〜

会
場
　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

　
タ
ー
大
ホ
ー
ル

大
会
内
容

◎
作
文
発
表
▽
大
浦
小
６
年
栗

　
山
愛
さ
ん
、
多
良
中
２
年
片

　
山
雅
文
さ
ん
、
太
良
高
３
年 

　
原
優
樹
さ
ん

◎
活
動
報
告
▽
全
国
大
会
等
に

　
出
場
さ
れ
活
躍
中
の
多
良
小

　
５
年
田
嶋
杏
美
さ
ん
に
よ
る

　
民
謡
披
露

◎
記
念
講
演
▽
落
語
家
・
三
遊

　
亭
歌
之
介
さ
ん
『
感
謝
の
プ

　
ラ
ス
志
向
』

　
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。（
入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
　℡
６
７-

０
１
４
５

鹿
児
島
県
出
身
。『
さ
つ
ま
大
使
』に
も

任
命
さ
れ
、全
国
各
地
で
活
動
す
る
一

方
、テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
に
も
数
多
く

出
演
、幅
広
い
分
野
で
活
躍
中
。

三遊亭歌之介さん

青
少
年
育
成
町
民

大
会
を
開
催
し
ま
す

　
昨
年
、
８
月
19
日
か
ら
の
大

雨
に
よ
り
、
広
島
市
安
佐
南
区

及
び
安
佐
北
区
に
お
い
て
大
規

模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
死

者
、
行
方
不
明
者
の
多
く
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
太
良
町
で
は
、
役

場
案
内
係
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
、
義
援

金
を
募
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
末
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
総
額
５
万
３
５
２
２
円
の
義

援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
内
訳

は
、
肥
前
寒
蘭
太
良
愛
好
会
が

文
化
祭
で
集
め
ら
れ
た
５
万
１

１
１
円
、
そ
の
他
３
４
１
１
円

で
し
た
。
集
ま
っ
た
義
援
金
に

つ
い
て
は
、
さ
っ
そ
く
広
島
市

へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
民
の

皆
さ
ま
の

ご
協
力
、

誠
に
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。 広

島
県
豪
雨
災
害

　
　
義
援
金
を
送
金12月24日、肥前寒蘭太良愛好会

から義援金が手渡されました。

マ
イ
ク
ロ

μg

μg

μg
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健
康
な
食
事
へ
の
理
解
を
広

め
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
、
厚
生
労
働
省
は
、
炭
水
化

物
や
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
栄
養
素

の
基
準
を
満
た
し
た
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
の

弁
当
、
総
菜
な
ど
を
「
健
康
な

食
事
」
と
し
て
認
証
し
、
表
示

で
き
る
マ
ー
ク
を
選
定
し
ま
し

た
。

　
主
食
は
黄
色
、
主
菜
は
赤
色
、

副
菜
を
緑
色
で
表
し
、
３
食
を

上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
今
年
４
月
か

ら
運
用
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

は
、
特
定
の
食
品
や
栄
養
素
で

は
な
く
、
料
理
を
基
本
と
す
る

適
切
な
「
食
事
」
を
繰
り
返
し

続
け
て
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
こ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る

も
の
だ
け
食
べ
て
い
れ
ば
健
康

に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
健
康
な
食
事
」
の

も
の
さ
し
と
し
て
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
健
康
な
食
事
」
に
認
証
マ
ー
ク

健
康
増
進
課

健
康
づ
く
り
係

食物繊維を摂
取するため、玄
米など精製度
の低い穀類を
２割程度使用し、
300kcal未満

緑黄色野菜を含む
２種類以上の野菜を
100～200g使用

たんぱく質が
10～17g含まれ、
250kcal未満

主菜

副菜

主食

「
健
康
な
食
事
」

　認
証
マ
ー
ク

　
　と
そ
の
基
準

五目きんぴら

▼材料(4人分)

ゴボウ、レンコン、ニンジン、

ショウガ、糸こんにゃく…各50g

ごま油…大さじ１強

《合わせ調味料》

砂糖、しょうゆ、みりん…各大さじ1

料理酒…大さじ2

いりごま…大さじ1

《作り方》

①ゴボウは皮をこそいで、太め

の千切りに。レンコンも皮を

むき、縦に千切りして、水に

さらす。ニンジンとショウガ

は皮をむいて千切り。糸こん

にゃくは、4㎝ほどに切り、

熱湯でさっとゆで、ざるにあ

げて汁気を切る。

②フライパンにごま油を引き、

野菜とこんにゃくを中火で炒

める。7割程度火が通ったら、

調味料を加え、汁気が無くな

るまで炒める。器に盛り、い

りごまを散らす。

　
肝
が
ん
の
原
因
の
約
９
割
が

Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
肝
炎
で
す
が
、
こ
の
数
年

で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
薬
は
急
速

に
進
化
し
、
副
作
用
の
少
な
い

新
し
い
治
療
薬
も
で

き
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
適

切
に
肝
炎
治
療

を
受
け
る
こ
と

で
肝
が
ん
を
予

防
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
肝
炎
が
進
行
し
て
い
て
も
９

割
近
く
治
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
Ｃ
型
慢
性
肝
炎

は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
用
い

な
い
内
服
薬
で
治
療
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
高
齢
だ
か
ら
…
」
「
副
作
用

が
き
つ
い
と
聞
い
た
」
「
前
に

受
け
た
け
ど
治
ら
な
か
っ
た
」

方
も
再
度
専
門
医
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
精
密
検
査
の
費
用
（
上
限
５

千
円
）、治
療
費
用
（
月
の
上
限

１
〜
２
万
円
）
と
も
に
助
成
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
１
月
か
ら
佐
賀
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
肝
臓
専
門
の
先
生

が
、
町
立
病
院
に
派
遣
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

　時
間

　14
時
30
分
〜
17
時

　
治
療
に
つ
い
て
迷
わ
れ
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

℡
６
７-

０
７
５
３

検
査
費
用
・
治
療
費
助
成
の

問
い
合
わ
せ
先

杵
藤
保
健
福
祉
事
務
所

℡
０
９
５
４-

２
２-

２
１
０
４

肝
炎
が
治
せ
る
時
代
に
!?

〜
肝
炎
治
療
の
選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
〜

健

検
査
・
治
療
費
の

　助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

町
内
で
の

　治
療
が
可
能
に
！

肝ちゃん

新
し
い
治
療
法
が

　
　
　
　
　あ
り
ま
す

　
平
成
26
年
度
健
や
か
親
子
21

全
国
大
会
に
お
い
て
、
太

良
町
母
子
保
健
推
進
員
が
、

(公社)
母
子
保
健
推
進
会
議
会
長
表

彰
団
体
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
に
お
い
て
母
子
保

健
事
業
・
活
動
に
従
事
し
、

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人

や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
現
在
７
人
で
活
動
す
る
太

良
町
母
子
保
健
推
進
員
は
、

平
成
４
年
発
足
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
町
民
の
身
近
な
存
在

と
し
て
、
幼
児
健
診
の
協
力
や

全
戸
２
カ
月
児
訪
問
、
離
乳
食

指
導
時
の
虫
歯
予
防
の
お
話
、          

　
　
　
　
　
　
　
　
不
登
校
児

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
、
子

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
親
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
談
相
手
や

　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
昨
年
５
月
29
日
、
県

の
母
子
保
健
推
進
協
議
会
総
会

で
は
、
太
良
町
伝
統
の
「
き
ん

し
ゃ
い
・
踊
ん
し
ゃ
い
」
を
踊

り
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
日
頃
の
活
動
と
思
い
を

発
表
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
が

高
い
評
価
を
得
て
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
員
が
全
国
表
彰
！

今
後
、
ま
す
ま
す
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る

母
子
保
健
推
進
員
の

皆
さ
ん

県総会では「きんしゃい・踊んしゃい」を披露

　
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険

関
係
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
に
健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

係
長
の
山
﨑
清
美
（
保
健
師
）

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
国
民
健
康
保
険

事
業
に
対
す
る
功
績
が
顕
著
で

あ
っ
て
、
他
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
国
民
健
康
保
険
関
係
役
職

員
に
対
し
、
表
彰
を
行
い
、
そ

の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
は
厚
生
労
働
省
で
昨
年

10
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

本
人
の
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
町
長
か
ら
表
彰

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
﨑
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
４

　
　
　
　
　
月
か
ら
保
健
師
と

　
　
　
　
　
し
て
太
良
町
役
場

　
　
　
　
　
に
勤
務
さ
れ
て
お

　
　
　
　
　
り
、
そ
の
使
命
感

　
　
　
　
　
と
優
れ
た
指
導
力

　
　
　
　
　
を
発
揮
し
、
こ
れ

　
　
　
　
　
ま
で
町
民
の
各
種

　
　
　
　
　
検
診
、
予
防
接
種
、

　
　
　
　
　
相
談
業
務
等
に
没

　
　
　
　
　
頭
さ
れ
保
健
指
導

に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
信
望

も
厚
く
こ
れ
か
ら
の
活
躍
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
は
現
在
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
「
特
定

健
康
診
査
」
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
山
﨑
さ
ん
は
「
特
に
40

代
50
代
の
受

診
率
が
低
い

状
況
で
す
。

疾
患
の
早
期

発
見
の
た
め

積
極
的
に
受

診
し
て
く
だ

さ
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
関
係
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

山
﨑
清
美
さ
ん（
保
健
師
）

２
カ
月
児
相
談
中
の

山
﨑
さ
ん

有
料
広
告
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11
月
９
日
、
す
こ
や
か
発
達

講
演
会
を
開
催
し
、
今
年
は
、

佐
賀
市
に
あ
る
お
へ
そ
保
育
園

園
長
吉
村
直
記
さ
ん
に
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
『
魔
法
の
質
問
』
。

子
ど
も
や
相
手
の
や
る
気
を
引

き
出
す
声
か
け
や
関
わ
り
方
の

ヒ
ン
ト
を
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
怒
り
方
だ
と
、

子
ど
も
は
、
な
ぜ
自
分
が
怒
ら

れ
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
て
し

ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
が
分
か
り

ま
せ
ん
。
Ｗ
Ｈ
Ｙ
質
問
（
な
ん

で
そ
ん
な
こ
と
す
る
の
！
）
で

は
な
く
、
Ｈ
Ｏ
Ｗ
質
問
（
ど
う

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
な
？
）

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

は
考
え
る
機
会
を
得
ま
す
。
自

分
は
ど
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
の

か
、
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
す
。

　
叱
っ
て
ば
か
り
の
会
話
で
な

く
、
日
頃
か
ら
相
手
の
た
め
に

な
る
「
質
問
」
を
た
く
さ
ん
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
想
像
力
が

豊
か
に
な
り
、
や
る
気
も
出
て

き
ま
す
。

　
日
本
人
は
褒
め
ら
れ
下
手
で

す
が
、
褒
め
ら
れ
る
と
嬉
し
い

も
の
。
子
ど
も
も
同
じ
で
す
。

た
く
さ
ん
褒
め
ま
し
ょ
う
。
自

分
が
言
わ
れ
て
嬉
し
い
言
葉
、

相
手
が
言
っ
て
も
ら
っ
て
嬉
し

い
言
葉
を
知
っ
て
お
く
、
褒
め

言
葉
を
た
く
さ
ん

持
っ
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま

た
、
相
手
と
の
共

通
点
探
し
は
、
け

ん
か
し
た
子
ど
も

同
士
へ
の
対
応
の

１
つ
と
し
て
良
い

効
果
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
大
人
の
姿
を
見

て
成
長
し
ま
す
。
大
人
っ
て
大

変
な
ん
だ
！
仕
事
っ
て
き
つ
い

ん
だ
！
と
い
う
先
入
観
を
も
っ

　
　
　
て
成
長
し
て
し
ま
い
ま

　
　
　
す
。
子
ど
も
の
前
で
は
、

　
　
　
否
定
的
な
言
葉
よ
り
肯

　
　
　
定
的
な
言
葉
を
た
く
さ

　
　
　
ん
使
う
努
力
を
し
ま
し

　
　
　
ょ
う
。
大
人
の
言
葉
癖

　
　
　
が
子
ど
も
の
思
考
に
影

　
　
　
響
し
ま
す
。

　
　
　
　
子
ど
も
が
初
め
て
何

か
に
取
り
組
も
う
と
す
る
と
き

は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
そ
ん
な
と
き
は
見
守
り
、
取

り
組
ん
だ
後
は
『
あ
き
ら
め
な

い
で
で
き
た
ね
！
成
長
し
た

ね
！
す
ご
い
ね
！
』
な
ど
肯
定

的
な
表
現
で
声
を
か
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

健
子
ど
も
の〝
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
〞入
れ
方
を
知
っ
て
い
ま
す
か
!?

子
ど
も
の〝
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
〞入
れ
方
を
知
っ
て
い
ま
す
か
!?

『
ま
た
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と

  

す
る
の
！
ダ
メ
で
し
ょ
!!
』

  

と
子
ど
も
を
何
度
も
注
意

  

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
は
最
近
、

周
り
の
人
に

褒
め
ら
れ
ま
し
た
か
？

誰
か
を
褒
め
ま
し
た
か
？

仕
事
か
ら
帰
っ
て
『
あ
ぁ

今
日
も
一
日
疲
れ
た
〜
』

と
子
ど
も
の
前
で
、
つ
い

ぼ
や
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

健
康
増
進
課

　健
康
づ
く
り
係

℡
６
７-

０
７
５
３

佐賀市生まれ。５歳の時
交 通 事 故 で 父 を 亡 く し、
母に兄弟３人の真ん中と
して女手一つで育てられ
る。同時期に空手を始め、
そこで出会った空手の師
匠に多大なる影響を受け
る。
佐賀北高時代に空手道部
を創部。３年生の時、ロー
タリー財団の親善大使と
してメキシコ合衆国へ一
年間の語学留学。日本体
育大学在学中、幼児教育
に興味を持ち、関東の保
育コンサルティング会社
に入社。1年半で50件以上
の保育園の立ち上げや運
営に関わる。2010年、保育
園 設 立 を 検 討 し て い た

（株）ミズの社長（現会長）
に出会い、園長として誘
いを受ける。その教育へ
の思いに共感し、保育コ
ンサル会社を退社、佐賀
に戻りおへそ保育園を立
ち上げ、25歳で園長に就
任。 園 児6人 か ら ス タ ー
トし、3年間で園児数55名
に増員、佐賀市で一番の
民間保育園となる。 現在
は、子どもたちに幼児体
育や空手道の指導を行う
傍ら、空手競技の現役選
手としても活動中。 育児
支援のためのラジオ出演、
執筆、講演活動を行って
いる。また、一男一女の父
として子育てにも奮闘中。
現在28歳。

おへそ保育園園長
吉村直記さん

活発な意見が飛び交った
グループワーク

活発な意見が飛び交った
グループワーク

　
平
成
25
年
度
中
に
「
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
」
と
し
て
２
人

の
方
か
ら
合
計
33
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
金

は
、
太
良
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の

活
用
状
況

大
切
な
財
源
と
し
て
役
立
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
寄
附
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
寄
附
金
は
今
年
度
中

に
お
い
て
、
次
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　・
教
育
の
推
進
に
関
す
る
事
業  

 

（
学
校
図
書
購
入
） 

33
万
円

問
い
合
わ
せ
先

企
画
商
工
課

企
画
情
報
係

℡
６
７-

０
３
１
２

﹇
短
歌
﹈

金
賞
・
佐
賀
県
芸
術
文
化
協
会
賞
　
太
良
高
２
年
　
鮎
川
美
紅

　
雨
の
日
の
気
怠
さ
残
る
傘
の
錆
と
も
に
道
行
く
灰
色
の
も
と

銀
賞
　
多
良
中
３
年
　
浦
川
光

　
テ
ス
ト
中
答
え
分
か
ら
ず
目
を
つ
ぶ
り
神
の
救
い
を
求
め
る
私

銅
賞
　
大
浦
小
６
年
　
野
口
亮

　
コ
カ
コ
ー
ラ
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
は
じ
く
口
の
中
夏
の
暑
さ
が
吹
き
と
ぶ
よ
う
に

秀
作
一
　
太
良
高
２
年
　
牟
田
昂
平

　
上
を
見
る
瞳
に
映
る
無
彩
色
底
に
散
ら
ば
る
光
の
屑
は

秀
作
二
　
大
浦
中
１
年
　
山
田
千
尋

　
な
な
つ
星
た
ま
た
ま
通
る
電
車
で
す
余
り
見
れ
な
い
高
級
電
車

秀
作
三
　
大
浦
中
１
年
　
西
村
正
隆

　
雲
の
下
ゆ
っ
く
り
飛
ん
で
る
鳥
た
ち
の
下
で
は
ね
て
る
小
さ
い
魚

秀
作
四
　
多
良
中
３
年
　
内
田
沙
季

　
赤
と
ん
ぼ
夕
焼
け
空
を
飛
ん
で
い
る
秋
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
よ

秀
作
五
　
多
良
中
３
年
　
小
井
手
萌
々
香

　
今
日
も
ま
た
向
日
葵
み
た
い
に
笑
う
君
優
し
く
包
む
魔
法
の
笑
顔

秀
作
六
　
大
浦
中
１
年
　
上
戸
敬
伍

　
太
良
町
は
特
産
品
が
う
ま
い
町
月
の
引
力
干
潟
が
遠
い

秀
作
七
　
多
良
中
２
年
　
峰
下
は
づ
き

　
秋
の
町
店
の
ラ
イ
ト
が
耀
く
が
私
の
ふ
る
さ
と
自
然
が
耀
く

秀
作
八
　
多
良
小
６
年
　
竹
下
夏
輝

　
山
畑
わ
た
し
の
好
き
な
み
か
ん
い
ろ
お
母
さ
ん
の
作
る
み
か
ん
は
最
高

秀
作
九
　
大
浦
中
３
年
　
増
田
亜
美

　
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
と
月
を
見
る
や
っ
ぱ
り
い
い
な
ふ
る
里
の
町

﹇
川
柳
﹈

金
賞
　
大
浦
小
３
年
　
濱
﨑
颯
斗

　
友
だ
ち
は
き
み
の
ま
わ
り
に
い
っ
ぱ
い
だ

﹇
俳
句
﹈

金
賞
　
太
良
高
２
年
　
貞
包
圭
太

　
秋
刀
魚
だ
ね
下
校
急
が
す
通
学
路

﹇
短
歌
﹈

秀
作
二
　
濱
﨑
喜
美
子

　
明
日
は
雨
雲
仙
腰
巻
き
多
良
頭
巾
い
に
し
へ
人
の
知
恵
偲
ば
る
る

秀
作
三
　
若
芝
和
加
子

　
病
院
の
診
療
科
目
増
え
だ
し
て
洋
服
選
び
に
励
む
母
あ
り

﹇
川
柳
﹈

秀
作
一
　
津
留
逸
雄

　
カ
サ
サ
ギ
の
俄
か
に
騒
ぐ
オ
ス
プ
レ
イ

　
12
月
20
日
、
県
内
の
俳
句
と

川
柳
、
短
歌
の
団
体
で
組
織
す

る
実
行
委
員
会
が
行
う
コ
ン
テ

ス
ト
『
第
５
回
佐
賀
の
伝
統
文

芸
の
世
界
』
が
佐
賀
城
本
丸
歴

史
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
町
内
か
ら
も
多
数
の
応

募
が
あ
り
、
金
賞
３
人
を
含
む

17
人
が
優
秀
作
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
大
会
に
は
、
太
良
町
文
化
連

盟
協
賛
の
も
と
、
町
文
化
祭
短

歌
大
会
と
同
時
募
集
が
な
さ
れ

て
お
り
、
町
内
小
中
学
校
と
太

良
高
校
が
参
加
し
ま
し
た
。
な

お
、
応
募
全
作
品
が
掲
載
さ
れ

た
作
品
集
「
栴
檀
の
花
」
は
大

橋
記
念
図
書
館
に
設
置
さ
れ
て

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
太
良
町
か
ら
の
入
選
作
は

次
の
と
お
り
で
す
。

町
内
か
ら
多
数
入
賞
！◆

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

◆
一
般
部
門

せ
ん 

だ
ん

作品集「栴檀の花」

〜
佐
賀
の
伝
統
文
芸
の
世
界

　
　
　
　短
詩
型
文
芸
大
会
〜



順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
上戸　貴史
柳瀬　愛斗
本多　翔大
岩永　夢叶
荒木　康詞
佐藤　正崇

学年
3
3
3
3
3
2

分:秒
5:46
5:53
5:58
6:00
6:05
6:07

所属または住所
道越少年野球
大浦少年サッカー
多良少年野球
多良少年野球
道越少年野球
太良スイミング

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
田中　　萌
矢壁　和沙
川島　絢子
川島　愛礼
江口　　愛
赤木　美夢

学年
1
1
1
1
2
1

分:秒
12:20
13:08
13:51
13:56
14:13
14:51

所属または住所
大浦中ソフトボール部
多良中ソフトテニス
多良中ソフトテニス
大浦中ソフトボール部
多良中バレー部
大浦中ソフトボール部

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
山口　俊成
天野　一成
林　　和彦
本村　邦彦
松尾　文雄
荒巻　　裕

年齢
45
48
45
50
48
45

分:秒
9:46
10:10
10:23
10:26
10:47
10:48

所属または住所
伊万里市
目達原自衛隊
嬉野・太良駅伝チーム
鹿島市陸協
目達原自衛隊
下田会

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
下川　颯太
川次　央将
馬場　勇宗
小溝　利桜
中尾　　樹
古井　貴大

分:秒
18:21
18:44
19:11
19:15
19:39
19:52

所属または住所
多良中野球部
多良中野球部
多良中野球部
多良中野球部
多良中野球部
大浦中サッカー部

順位
1
2
3
4
5
6

年齢
38
27
30

45
25

分:秒
32:43
33:15
33:16
33:33
33:35
33:53

所属または住所
鹿島市陸協
杵島陸上クラブ
武雄市マラソンクラブ
佐賀西高校
佐賀広域消防局
嬉野・太良駅伝チーム

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
家永　雄一
福田　智大
廣滝　紀雄
中村　慎吾
川口　　徹
瀬戸口拓也

分:秒
9:32
10:11
11:08
11:22
11:30
11:32

所属または住所
多久市マラソンクラブ
波佐見町
白石町
小城高校
波佐見町
嬉野市

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
酒井　柚香
林田　真奈
鳥井　綾乃
日高史歩子
小林　夢叶
枳原　帆夏

学年
3
3
3
2
3
2

分:秒
6:13
6:36
6:40
6:43
7:12
7:18

所属または住所
多良ＪＶＣ

多良女子ジュニアソフトテニス
多良ＪＶＣ
多良ＪＳＣ
大浦ジュニアバレー

本町

1.5㎞
参加者
27人

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
中村　優斗
又村　　椿
赤木　星琉
小溝　　稔
川下　　輝
中尾　大夢

学年
5
6
5
5
5
5

分:秒
10:52
11:10
11:10
11:18
11:24
11:24

所属または住所
道越少年野球
大浦少年サッカー
道越少年野球
多良少年野球
道越少年野球
多良少年野球

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
高尾　萌花
荒木　万理
大畑　　蘭
八戸菜々子
佐藤　美月
酒井　琴美

学年
6
4
6
4
4
6

学年
3
1
1
2
1
2

分:秒
12:05
12:11
12:35
12:44
13:01
13:10

所属または住所
大浦ジュニアバレー
道越少年野球
大浦ジュニアバレー
大浦ジュニアバレー
道越少年野球
多良ＪＶＣ

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
池田　佳奈
稲田真理子
末吉　淳子
山北　沙織
片渕　真紀
古川佐知子

氏　　名
野田　　聖
江口　拓弥
山口　真彦
山崎　僚也
秋丸　直俊
下田　貴志

学年
年齢 分:秒

11:30
12:50
13:23
13:44
15:24
15:24

所属または住所
佐賀市

芦刈むつごろう走友会
目達原自衛隊
鹿島市
太良高校
太良高校

学年
年齢

　１月４日、第42回太良町新春マラソン大会が行われ、町内外から10種目に過去最多の621人が参加し、　　　冬晴れの多良岳公園線を駆け抜けました。今年も太良町竹崎かに旅館組合と太良町観光協会から、一
般男子10kmの優勝者にペア宿泊券が贈られ、杉谷の山口柑橘園（山口直毅さん）からはクレメンティン　　　 が各種目の町外優勝者に副賞として贈られました。また、会場では、観光協会と旅館組合で、みかんジ
ュースの配布やかに汁の炊出しが行われ、たくさんの参加者で賑わいました。

小　学
３年生
以下女子

3.0㎞
参加者
78人

小　学
４年生
以上男子

3.0㎞
参加者
88人

小　学
４年生
以上女子

3.0㎞
参加者
8人

一 般

女 子

1.5㎞
参加者
48人

小　学
３年生
以下男子

3.0㎞
参加者
12人

3.0㎞
参加者
23人

5.0㎞
参加者
65人

10.0㎞
参加者
148人

3.0㎞
参加者
21人

中学生

女　子

壮 年

中学生

男　子

一 般

男 子

一 般

男 子 26
40
29
25
高3
41

30
23
35
16
23
23

町報たら 平成27年（2015）2月号　vol.512 1415 町報たら 平成27年（2015）2月号　vol.512
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う
ま
か
も
ん
祭
に

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
が

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
訪
問

味
わ
え
な
い
充
実
感
を
味
わ
っ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
12
月
10
日
、
本
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ

部
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
太
良
の

里
を
訪
問
し
ま
し
た
。
さ
さ
や

か
な
が
ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」

の
歌
、
シ

ク
ラ
メ
ン

を
届
け
ま

し
た
。

　
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
サ

ン
タ
も
登

場
し
、
み

な
さ
ん
に

喜
ん
で
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　
12
月
20
、
21
日
に
第
２
回
た

ら
う
ま
か
も
ん
祭
が
開
催
さ
れ
、

本
校
生
徒
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

 

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

２
日
間
の
日
程
を
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
各
ブ
ー
ス
に
て
販
売
補
助

や
呼
び
込
み
を
熱
心
に
し
、
最

終
日
に
は
声
が
枯
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
頑
張
っ
た
生
徒
も
い
ま
し

た
。

　
本
校
か
ら
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
ア
ー
ト
展
示
、
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
の
販
売
、
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
を
口
に
し
た
り
、

地
域
の
方
々
や
観
光
客
と
ふ
れ

あ
う
な
か
で
、
学
校
生
活
で
は

　
11
月
12
日
、
子
ど
も
た
ち
が

日
ご
ろ
生
活
科
や
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
地
域
の
方
や
保
護
者
の
方
に

紹
介
し
ま
し
た
。

　
６
年
生
は
「
嘉
代
子
桜
」
と

い
う
創
作
劇
を
披
露
。
平
和
が

ど
れ
だ
け
大
切
か
、
あ
り
が
た

い
こ
と
か
、
ま
た
い
つ
ま
で
も

守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
を
訴
え
た
も
の
で
、

さ
す
が
大
浦
小
の
６
年
生
だ
な

あ
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
３
年
生
は
、
大
浦
に
伝
わ
る

祭
り
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
々
も
祭
り
を
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
大

い
に
輝
い
た
学
習
発
表
会
で
し

た
。

　
恒
例
の
も
ち
つ
き
会
が
12
月

16
日
に
あ
り
ま
し
た
。
雨
模
様

の
天
気
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
楽
し
く

餅
つ
き
が
で
き
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、

初
め
て
杵
を
持
つ

子
も
い
て
、
こ
わ

ご
わ
の
餅
つ
き
で

し
た
が
、
お
父
さ
ん
た
ち
の
手

助
け
の
お
か
げ
で
、
杵
が
ぶ
つ

か
り
あ
い
な
が
ら
も
次
第
に
調

子
よ
く
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
威

勢
よ
く
「
餅
に
な
れ
餅
に
な

れ
」
と
心
を
込
め
て
頑
張
っ
た

の
で
、
す
ば
ら
し
い
餅
が
た
く

さ
ん
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
６
年
生
の
餅
を
つ
く
様
子
を

見
て
い
て
、
私
も
お
正
月
前
の

朝
５
時
か
ら
の
家
族
や
親
戚
総

出
の
餅
つ
き
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
つ
き
た
て
の
「
ゆ
と
い

餅
」
の
味
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
餅
つ
き
や
餅
丸
め
は
、
最
近

は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ

と
で
す
。
日
本
の
良
き
伝
統
の

一
つ
を
お
父
さ
ん
た
ち
と
経
験

　
　
　
　
で
き
た
こ
と
は
、
す

　
　
　
　
ば
ら
し
い
思
い
出
の

　
　
　
　
一
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た

　
　
　
　
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
お
忙
し
い
中
に
、

　
　
　
　
前
日
の
準
備
か
ら
当

　
　
　
　
日
と
御
協
力
い
た
だ

　
　
　
　
き
ま
し
た
学
級
役
員

　
　
　
　
の
方
々
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

太
良
町
立
大
浦
小
学
校

校
長
　
古
賀
敏
文

児
童
数
　
計
２
０
２
人

文
責
　
大
浦
小
学
校
教
頭

ひ
こ
ば
え
学
習
発
表
会

６
年
生
も
ち
つ
き
会

６年生の創作劇「嘉代子桜」

　
「
は
い
、
覚
え
て
ま
す
か
？

『
超
合
金
合
体
！
』
マ
イ
ナ
ス

と
マ
イ
ナ
ス
が
合
体
す
る
と
、

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
！
」

　
北
風
す
さ
ぶ
１
月
の
日
曜
日
、

多
良
中
学
校
１
年
生
の
教
室
に

先
生
の
声
が
響
き
出
し
ま
す
。

　
40
代
後
半
の
男
女
約
50
人
を

前
に
、
始
ま
っ
た
の
は
数
学
の

授
業
。
冗
談
を
交
じ
え
な
が
ら
、

ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
で
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
る
授
業
展
開
。
30
数

年
前
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、

み
る
み
る
中
学
生
当
時
の
表
情

に
変
わ
っ
て
い
く
生
徒
ら
―
―

　
こ
の
日
、
教
壇
に
立
つ
の
は

３
月
に
定
年
を
迎
え
る
嬉
野
市

吉
田
中
学
校
の
岡
哲
也
校
長
。

数
年
前
、
多
良
中
卒
業
生
の
同

窓
会
に
恩
師
と
し
て
呼
ば
れ
た

と
き
の
こ
と
。
岡
先
生
が
語
っ

た
「
教
員
の
最
後
は
、
初
め
て

赴
任
し
た
多
良
中
で
終
わ
り
た

か
っ
た
」
。
そ
の
と
き
の
言
葉

を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
卒
業
生

ら
が
今
回
、
先
生
の
希
望
を
叶

え
よ
う
と
『
岡
先
生
現
役
最
後

の
授
業
』
を
企
画
、
多
良
中
の

協
力
を
得
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
計
画
を
進
め
た
の
は
、

同
校
36
期
生（
昭
和
58
年
卒
業
）

の
皆
さ
ん
。町
内
在
住
の
方
を

中
心
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
無
料
通
信

ア
プ
リ
）な
ど
で
呼
び
か
け
を

行
い
、県
外
や
ハ
ワ
イ
か
ら
も

教
え
子
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

中
に
は
子
ど
も
に
借
り
た
学
生

服
を
着
て
授
業
に
望
む
姿
も
。

　
岡
先
生
が
多
良
中
に
赴
任
し

た
の
は
24
歳
の
と
き
。
以
降
４

年
間
「
八
ッ
ち
ゃ
ん
」
「
八
郎

し
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

ま
し
た
。

　
１
年
生
の
と
き
岡
先
生
の
ク

ラ
ス
だ
っ
た
桑
原
真
琴
さ
ん

（
本
町
出
身
）は「
岡
先
生
に
教

わ
っ
た
こ
と
で
一
番
大
き
い
の

は
、『
ぎ
ゃ
ん
な
か
ら
ん
ば
な
ら

ん
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
』と
い
う
こ
と
で
す
。私
は
、

中
学
校
以
降
、『（
ル
ー
ル
を
逸

脱
し
な
け
れ
ば
）一
切
の
し
が

ら
み
や
先
入
観
を
廃
し
、自
由

に
考
え
る
』と
い
う
思
考
を
旨

と
し
て
き
ま
し
た
。先
生
の
お

か
げ
で
す
。」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
笑
い
が
絶
え
ず
、
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
た
１
時
間
の
授
業
。

現
役
最
後
の
教
べ
ん
を
置
い
た

岡
先
生
は
「
数
学
は
難
し
く
て

面
白
く
な
い
。

僕
が
中
学
３
年
の

と
き
、
数
学
の
先

生
が
も
の
す
ご
く

面
白
い
方
で
、
そ
の
先
生
の
こ

と
を
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

勉
強
が
で
き
る
人
に
教
え
る
の

は
簡
単
な
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と

つ
ま
づ
く
子
ど
も
た
ち
に
少
し

で
も
分
か
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と

い
う
思
い
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

多
良
中
は
第
２
の
ふ
る
さ
と
。

今
で
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
今
日

は
遠
方
か
ら
も
来
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
」
と
目
を
潤
ま
せ

る
と
、
教
室
内
は
大
き
な
拍
手

で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
、
同
校
で
親
子
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
務
め
た
香
・
ト
ゥ
ー
テ

ー
ウ
ォ
ー
ル
さ
ん
（
喰
場
出

身
）
も
ハ
ワ
イ
か
ら
来
日
。
授

業
後
の
感
想
を
「
懐
か
し
か
っ

た
。
当
時
か
ら
授
業
が
面
白
く

分
か
り
や
す
か
っ
た
。
先
生
だ

け
ど
生
徒
目
線
で
考
え
て
く
れ

る
貴
重
な
お
兄
さ
ん
の
よ
う
な

存
在
。
今
の
時
代
も
こ
ん
な
先

生
が
必
要
な
の
で
は
？
」
と
感

慨
深
く
語
り
ま
し
た
。

恩師に花道を！
～八ッちゃん先生現役最後の授業～

等号の橋を渡ったら…

“変身!!”

①授業前の面白クイズで頭
をほぐす岡先生②③小テス
トに苦悶の表情「1問も分からん…」
④国内外から約50人の教え子が集結
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12
月
23
日
、
中
央
公
民
館
周

辺
で
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
、
５
０
０
人
以
上
の

親
子
で
１
日
中
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　
早
朝
か
ら
行

わ
れ
た
、
し
め

縄
・
門
松
づ
く

り
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
お
年

寄
り
グ
ル
ー
プ

の
指
導
の
も
と
、

白
い
息
を
弾
ま

せ
な
が
ら
一
緒

に
な
っ
て
制
作

を
し
、
立
派
な

し
め
縄
や
門
松

を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
で

は
、
木
の
枝
を

編
み
こ
ん
だ
土

台
に
色
鮮
や
か

な
素
材
を
組
み

合
わ
せ
て
飾
り
付
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
世
界
に
一
つ
だ

け
の
手
作
り
リ
ー
ス
を
夢
中
に

な
っ
て
作
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
ホ
ー
ル
で
は
、
お

は
な
し
会
に
よ
る
人
形
劇
「
か

さ
こ
じ
ぞ
う
」
が
公
演
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
会
場
の
観
客
席

　
　
　
　
　
　
か
ら
は
笑
顔
と

　
　
　
　
　
　
歓
声
が
こ
ぼ
れ
、

　
　
　
　
　
　
終
始
和
や
か
な

　
　
　
　
　
　
ム
ー
ド
に
包
ま

　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
午
後
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
親
子
映
画
会
が

　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
「
マ
ジ

　
　
　
　
　
　
ッ
ク
・
ツ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
ハ
ウ
ス
」
の
上

　
　
　
　
　
　
映
に
続
い
て
、

　
　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽

　
　
　
　
　
　
選
会
が
行
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
サ
ン
タ
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
抽
選
を
引
き
、

　
　
　
　
　
　
当
選
者
に
は
豪

　
　
　
　
　
　
華
賞
品
が
手
渡

　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
参
加
者
み
ん
な

で
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

を
満
喫
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

クリスマスリース作り

しめ縄・門松作り

人形劇「かさこじぞう」 クリスマスリース作り

しめ縄・門松作り

人形劇「かさこじぞう」

　
　
11
月
11
日
～
12
月
９

　
日
の
毎
週
火
曜
日
（
計

　
５
回
）、よ
か
っ
太
良
ク

　
ラ
ブ
主
催
の
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ

　
Ａ
ク
ラ
ス
が
開
催
さ
れ

　
ま
し
た
。

　
　
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
と
は
、

　
ラ
テ
ン
系
の
音
楽
と
ダ

　
ン
ス
を
融
合
さ
せ
て
創

　
作
さ
れ
た
ダ
ン
ス
フ
ィ

　
ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ

　
ズ
で
、
初
め
て
体
験
す

　
る
方
も
楽
し
く
参
加
さ

　
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
ク
ラ
ス
は
好
評
で
計

　
１
４
１
人
の
参
加
者
で

　
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

　
し
た
。

「よかっ太良クラブ」とは、地域の方を
対象に気軽に楽しくスポーツに触れ合う
ことを目的としたクラブです。

　よかっ太良クラブではソフトバ
レー、ラージボール卓球、スポーツ
吹矢、３Ｂ体操などの教室を行って
います。気軽にできるものばかりな
ので参加してみませんか。

参加者
募集!!

有
料
広
告

　
12
月
20
、
21
日
の
両
日
、
道

の
駅
太
良
で
第
２
回
た
ら
う
ま

か
も
ん
祭
が
行
わ
れ
、
約
３
５

０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
当
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
の
第

１
次
産
業
の
生
産
者
お
よ
び
団

体
等
で
組
織
さ
れ
た
「
う
ま
か

も
ん
の
里
た
ら
協
議
会
」
が
、

食
材
の
試
食
販
売
を
通
じ
、
生

産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
目
的

に
開
催
。
当
日
は
町
内
外
か
ら

お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
町
内
で
育

ま
れ
た
数
々
の
新
鮮
な
食
材
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

第
２
回

た
ら
う
ま
か
も
ん
祭

旬
の
焼
き
カ
キ
を
頬
ば
る
来
場
者

　
１
月
14
日
、
竹
崎
・
道
越
地

区
で
、
正
月
の
伝
統
行
事
「
も

ぐ
ら
打
ち
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
没
後
、
地
区
の
小
中
学
生

の
子
ど
も
た
ち
が
数
人
の
班
に

分
か
れ
、
棒
の
先
に
わ
ら
づ
と

を
巻
き
つ
け
た
も
ぐ
ら
打
ち
を

手
に
、
１
時
間
以
上
か
け
て
地

区
内
の
各
家
々
を
回
り
、
玄
関

先
で
「
唱
え
言
」
を
し
な
が
ら

地
面
を
力
強
く
打
ち
付
け
、
五

穀
豊
穣
、
家
庭
繁
栄
を
祈
願
し

ま
し
た
。
地
区
内
に
は
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
わ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

も
ぐ
ら
打
ち

　
12
月
25
日
、
太
良
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
の
小
中
学
生
と
保
護

者
が
太
良
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
会
長
‥
岩
島
町
長
）
を
訪
ね
、

町
内
の
家
庭
か
ら
空
き
瓶
を
回

収
し
た
益
金
１
万
５
０
０
０
円

を
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
と
し

て
寄
附
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
31
回
目
と
な
る
こ
の

活
動
は
、
年
末
に
ク
ラ
ブ
員
と

保
護
者
が
町
内
の
各
家
庭
を
訪

ね
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
へ

寄
附
す
る
こ
と
を
説
明
し
、
空

き
瓶
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
寄
附
金
を
含

む
全
31
回
の
募
金
累
計
額
は
１

６
４
万
８
４
９
５
円
に
な
り
ま

し
た
。

空き瓶回収の益金を寄附

　
12
月
19
日
、藤

津
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

（
中
西
大
輔
会

長
、
19
人
）
の

代
表
が
岩
島
町

長
を
訪
問
、
農

産
物
詰
め
合
わ

せ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
、

藤
津
地
区
内
の

若
手
農
業
者
相

互
の
資
質
向
上
と
親
睦
を
図
る

目
的
で
設
立
さ
れ
、
消
費
者
を

対
象
と
し
た
農
産
物
の
紹
介
・

販
売
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
食
農

体
験
お
よ
び
地
産
地
消
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
回
贈
呈
さ
れ
た
農
産
物
詰

め
合
わ
せ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
「
絆
ボ
ッ
ク

ス
」
は
、
若
手
農
業
者
が
心
を

こ
め
て
作
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
野

菜
や
果
実
な
ど
、
充
実
し
た
詰

め
合
わ
せ
と
な
っ
て
お
り
、
用

意
し
た
１
０
０
セ
ッ
ト
は
完
売

し
た
そ
う
で
す
。

藤
津
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
農
産
物
詰
め
合
わ
せ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
贈
呈

農産物詰め合わせＢＯＸを持つ藤津４Ｈクラブのみなさん

　箱の中には、若
手農業者が手塩
にかけた農産物

がぎっしり

社会教育課　℡６７-０１４５問

ま 話の 題ち



町報たら 平成27年（2015）2月号　vol.512 町報たら 平成27年（2015）2月号　vol.512 2021

太良分署
からの

お知らせ

太良分署
からの

お知らせ

住宅用
火災警報器は
維持管理が
重要です!

問い合わせ先

太良分署

℡67-1210

太良町内火災発生件数

太 良 町

杵藤地区

火災

件数

10

62

前  年

火災件数

9

78

前年

比較

+1

-16

(平成26年1月1日～12月31日)

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
が
切

れ
る
と
作
動
し
な
く
な
り
ま
す
。

　
定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な

ど
し
て
作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
コ
リ
が

入
る
と
誤
作
動
を

起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的

に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
も
セ
ン

サ
ー
等
の
寿
命
に
よ
り
交
換
が
必
要

で
す
。
機
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
10

年
を
目
安
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。太良分署救急出場件数 (平成26年1月1日～12月31日)

事 故 種 別

急 　 　 病

交 通 事 故

一 般 負 傷

転 院 搬 送

そ の 他

合 　 　 計

杵 藤 地 区

出場件数

273
36
99
85
13
506

6,190

前年比較

-23
+5
+34
+16
+3
+35
+27

前年出場件数

296
31
65
69
10
471

6,163

電
池
切
れ
に
注
意
！

定
期
的
に
手
入
れ
を

し
ま
し
ょ
う

本
体
交
換

　
伐
採
木
の
焼
却
、
草
刈
り
後
の
焼

却
な
ど
を
す
る
場
合
、
一
般
の
方
が

火
災
と
間
違
え
て
１
１
９
番
通
報
さ

れ
、
混
乱
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
焼
却
行
為
を
行
う
際

は
、事
前（
３
日
前
ま
で
）に
消
防
署

へ「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は

火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

の
届
出
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
方
法

　
届
出
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
太
良
分
署
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
や
む
を
得

な
い
場
合
は
電
話
で
連
絡
を
お

願
し
ま
す
。

　
届
出
様
式
は
、
太
良
分
署
ま

た
は
HP
で
。

　
　
　

 

杵
藤
消
防  

で  

検
索

伐
採
木
や
刈
草
の
焼
却
、そ
の
前
に
。

有
料
広
告

クリニック見直し

【営業時間】9時～18時

有
料
広
告

く
ら
し
の
情
報

の
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、

国
家
公
務
員
を
除
く
）

応
募
方
法

　
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
宛

先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
Ｅ
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

必
須
事
項

 

・ 

氏
名（
ふ
り
が
な
）、性
別
、生

年
月
日
、年
齢
、職
業
、住
所
、

郵
便
番
号
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス（
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
）

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た

　
き
っ
か
け

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
さ

　
れ
た
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

募
集
締
切

　
２
月
27
日
㈮ 

当
日
消
印
有
効

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
０-

０
０
８
１

熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
番
７
号

九
州
森
林
管
理
局
企
画
調
整
課

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

℡
０
９
６-

３
２
８-

３
５
１
１

Ｅ
メ
ー
ル:

k
y_k

ik
a
k
u
@

rin
ya

.m
a
ff.g

o
.jp

日
時
　
２
月
21
日
㈯

　
　
　
10
時
〜
15
時

場
所

  《
鹿
島
会
場
》鹿
島
市
民
会
館

　
２
階
第
５
会
議
室（
鹿
島
市

　
大
字
納
富
分
２
６
４
３-

１
）

《
武
雄
会
場
》
武
雄
市
役
所
１

　
階
会
議
室
（
武
雄
市
武
雄
町

　
大
字
昭
和
１-

１
）

電
話
相
談
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
０
９
５
２-

４
０-

２
２
２
０

　
０
９
５
２-

２
９-

０
６
３
５

　
不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
贈

与
・
会
社
設
立
・
役
員
変
更
な

ど
の
登
記
、
供
託
、
債
務
整
理

（
破
産
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ

金
ト
ラ
ブ
ル
・
ヤ
ミ
金
な
ど
）

成
年
後
見
、
遺
言
、
各
種
裁
判

手
続
な
ど
司
法
書
士
業
務
全
般

に
関
し
て
の
ご
相
談
を
お
受
け

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

佐
賀
県
司
法
書
士
会

℡
０
９
５
２-

２
９-

０
６
２
６

日
時
　
３
月
23
日
㈪
〜
26
日
㈭

　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
　
嬉
野
市
中
央
公
民
館

　（
旧
塩
田
公
民
館
）視
聴
覚
室

　
嬉
野
市
塩
田
町
大
字
馬
場
下

　
甲
１
９
６
７-

１ 

内
容
　
①
Ｐ
Ｃ
基
礎
②
文
字
入

　
力
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
④
復

　
習
・
質
疑
応
答

対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

受
講
料
　
３
７
０
０
円

　
　
　 

（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

募
集
期
間
　
２
月
23
日
㈪
〜
　

　
　
　
　
　
３
月
５
日
㈭

募
集
人
数
　
20
名
（
応
募
者
多

　
数
の
場
合
抽
選
）

応
募
方
法
　
電
話
（
氏
名
、
電

　
話
番
号
、
年
齢
、
Ｐ
Ｃ
持
込

　
み
有
無
※
無
い
方
は
用
意
し

　
ま
す
。
）
　

後
援
　
佐
賀
県
高
度
情
報
化
推

　
進
協
議
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀

℡
０
８
０-

２
７
３
６-

２
２
１
８

　
林
野
庁
・
九
州
森
林
管
理
局

で
は
、
国
有
林
の
役
割
や
現
状

と
い
っ
た
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
国
有
林
を
よ
り

「
国
民
の
森
」と
し
て
管
理
経
営

し
て
い
く
た
め
、 

森
林
・
林
業

や
国
有
林
に
興
味
を
持
た
れ
る

一
般
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
く「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」を

募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
期
間

　
平
成
27
年
４
月
〜

　
平
成
28
年
３
月

依
頼
内
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
意

　
見
や
提
言
な
ど
の
報
告
、
弊

　
局
広
報
紙
へ
の
投
稿

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の

　
出
席
（
年
１
〜
２
回
程
度
、

　
希
望
者
の
み
）

応
募
資
格

　
九
州
・
沖
縄
に
お
住
ま
い
の

20
歳
以
上
の
方
で
、
森
林
・
林

業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
の
あ

る
方
。（
国
会
お
よ
び
地
方
議
会

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ソ
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　in
嬉
野
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夜間小児
時間外診療
在宅当番医

くらしの
カレンダー

日曜在宅医
在宅歯科医

鹿島市  休日子どもクリニック(℡63-1838)

お
薬
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

◆診療時間/19時～21時◆対象年齢/15歳以下
◆月・木・金・土・日曜日
　南部地区小児時間外診療センター
　(武雄地区休日急患センター)
　武雄市武雄町大字昭和300/℡0954-22-5599
◆火曜日

※変更になる場合がありますので、受診の際は事前に在宅
医、または杵藤地区消防本部救急医療情報案内

　(℡0954-22-4207)へ電話で確認してください。
◆水曜日
　鹿島時間外こどもクリニック(高津原・鹿島市休日

こどもクリニック内)　℡63-1838

◆収集日当日の午前8
時までに出してくだ
さい。

　日時は必ず
　守りま
　しょう！

日時：２月27日(金)
場所：しおさい館 検診室
受付9時30分～10時30分
対象：平成26年12月10日
　　　　～平成27年１月９日生まれ

日時：３月11日(水)
場所：しおさい館 検診室
受付：9時30分～10時30分
対象：5か月児…平成26年10月生まれ
　　  10か月児…平成26年５月生まれ

◆該当月齢外の
相談は事前に
お問い合わせ
ください。

問い合わせ先　
健康増進課　健康づくり係　℡67-0753

◆開設日時：日曜・祝日・1月2,3日/9時～17時
◆場　　所：鹿島市大字高津原813番地

不燃物
収集日

赤ちゃん
相談日

13

14
15
16
17
18

19

20

21

金

土

日

月

火

水

木

金

土

子育てママ料理教室（　9:30～13:30）

無料法律相談（　10:00～）

第55回郡市対抗県内一周駅伝大会（15日まで）

3歳児健診（　13:15～）

行政相談（　9：30～12：30）

消費生活相談（　9:30～16:30）

女性の総合相談（　10:00～16:00）

プレママスクール（　13:30～15:00）

無料法律・登記相談（　13:30～16:30）

第34回太良町青少年育成町民大会、自殺予防対策講演会

（19:00～）自然休養村管理センター

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

22
23
24
25
26
27
28

1

2
3
4

5
6
7
8
9

10
11
12
13

2
月 3

月

２
か
月
児
相
談

も
ぐ
も
ぐ
乳
児
相
談

しおさい館利用可能時間
8時30分～ 20時30分まで
浴室・トレーニング室の利用は、
11時～ 20時まで
※小学生以下は、保護者同伴でご利用ください。

し…しおさい館で開催　浦…大浦公民館で開催　橋…大橋記念図書館
で開催　役…役場ロビーで開催　自…自然休養村管理センターで開催
Ｂ…B&G運動広場　道…道越環境広場　し…しおさい館休館日

町立太良病院

田代医院

町立太良病院

町立太良病院

町立太良病院

町立太良病院

町立太良病院

67-0016

67-2120

67-0016

67-0016

67-0016

67-0016

67-0016

松枝歯科医院（鹿島市）

小笠原歯科医院（大町町）

ひだまり歯科医院（鹿島市）

犬塚歯科医院（白石町）

光武（正）歯科医院（鹿島市）

池田歯科（武雄市）

峰松歯科医院（鹿島市）

0954-62-3574

0952-82-2321

0954-69-0103

0954-65-2011

0954-62-0070

0954-26-8400

0954-69-8020

2月15日

2月22日

3月 1 日

3月 8 日

3月15日

3月21日

3月22日

The weather of last month 最大瞬間風速・・・
平均気温・・・・・・・
最高気温・・・・・・・
最低気温・・・・・・・
観測所：役場

18.3m/s
6.7℃

16.6℃
-1.4℃

（1日）
　

（6日）
（18日） 1月の天候 H27年1月分

件数    支出額(円)
種別

 

祝　儀

会　費

弔　慰

贈　呈

その他

合　計

平成26年度 町長交際費

7

1

8

32,000

8,100

40,100

降水量(日付：ｍｍ)
1日
2日
3日
4日
5日

0.0
0.5
0.0
0.0
0.0

11.5上旬

6日
7日
8日
9日
10日

11日
12日
13日
14日
15日

11.0
0.0
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
0.0
4.0
19.0

16日
17日
18日
19日
20日

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

23.0 66.0中旬 下旬
合計 100.5㎜

21日
22日
23日
24日
25日

26日
27日
28日
29日
30日
31日

20.5
6.5
0.0
0.0
1.5

18.5
0.0
0.0
12.5
6.5
0.0

＊は停電のため未計測

2月

3月

17日
24日

3日
10日
17日
24日

田中医院
村山小児科
太田医院
織田病院
谷口医院
樋口医院

43-2111
63-1158
43-1148
63-3275
66-3568
43-1652

嬉野市 八反角
鹿島市 西牟田
嬉野市 岩屋川
鹿島市 中牟田
嬉野市 谷所
嬉野市 一位原

詳細は大橋記念図書館までお問い合わせ下さい。℡67-2282
大橋記念図書館HP　http://www.tosyo-saga.jp/tara2/opac/top.do

健康づくり教室（　9:15～13:00）

消費生活相談（　9:30～16:30）

おはなし会（　14:00～）

太良高校卒業式（10:30～）

春季全国火災予防運動（7日まで）

第10回太良町農業委員会総会（　9：30～）

消費生活相談（　9:30～16:30）

精神保健福祉相談（　14:30～要予約）

消費生活相談（　9:30～16:30）

町報3月号発行

ま
む
し
抗
毒
素

保
有
医
療
機
関

詳細は大橋記念図書館までお問い合わせ下さい。℡67-2282
大橋記念図書館HP　http://www.tosyo-saga.jp/tara2/opac/top.do

休　館　日／2月16・22・23日
　　　　　　3月2・8～16日

おはなし会／2月28日【大橋】
　　　　　　　なし 【大浦】

◆診療時間
　医院、歯科ともに9時～17時
　※当番医の変更がある場合がありま

　すので、確認をして受診してくだ
　さい。

お正月、節分、桃の節句、花見、端午の節句、衣替え、お盆、お月見、
紅葉狩り、年の市・・・。新暦を基準に、１月から12月までの日本
のしきたりや季節にまつわる年中行事などを、イラストを交え
て紹介する。

「絵でつづるやさしい暮らし歳時記」
新谷 尚紀/監修　日本文芸社　2013.11

橋

種 類   

雑 物 類

ペ ッ ト ボ ト ル

紙類(容器包装専用)

プ ラス チック類

空 か ん・金 属 類

空ビン・ガラス類

袋の色

赤

ピンク

茶色

オレンジ

黒

青

収集日

2月18日

2月25日

3月  4日

3月11日

特別休館のお知らせ特別休館のお知らせ
期間　3月8日(日)～3月16日(月)
本の点検、整理を行うため、休館します。

返却の際は、玄関前の緑のポストをご利用下さい。
皆さまのご理解、ご協力をお願い致します。

二月（如月）… 暦の上では「春」が始まる月ですが、まだ寒さが厳しい時期。
旧暦二月を「如月」というのは、着物をさらにたくさん重ね着
する「衣更着」に由来するとされています。

二月の

豆知識

きさらぎ

きさらぎ

き  さら  ぎ

参考資料

大橋
記念図書館コーナー大橋
記念図書館コーナー



2ヵ月児相談に
みえられた赤ちゃんを紹介します。○○くん(男の子)○○ちゃん(女の子)

（道越）12月8
日

生ま
れとらのし

んくん

（亀ノ浦）11月2
7日

生ま
れ けんとくん

（端古賀）
11月22

日

生まれ
たけるくん

（竹崎）10月2
1日

生ま
れ くりゅうくん

（亀ノ浦）

11月10日
生まれ たくまくん

（黒金）

11月26日
生まれ あやかちゃん

（里）

12月9日
生まれ あさひちゃん

    2
人口
男
女
世帯

9,528人
4,552人
4,976人
3,197世帯

(-194)
(  -91)
(-103)
(  -18)

前年同月比

(平成27年2月1日現在、外国人を含む)

 2 
 4　

 2 
 4　

  6　
所

得
税・町

県
民

税・国
民

健
康

保
険

税
の

申
告

は
3月

16日
ま

で
14　

第
42回

太
良

町
新

春
マ

ラ
ソ

ン
大

会
19　

ま
ち

の
話

題
23　

く
ら

し
の

カ
レ

ン
ダ

ー
24　

た
ん

じ
ょ

う
お

め
で

と
う

  6　
所

得
税・町

県
民

税・国
民

健
康

保
険

税
の

申
告

は
3月

16日
ま

で
14　

第
42回

太
良

町
新

春
マ

ラ
ソ

ン
大

会
19　

ま
ち

の
話

題
23　

く
ら

し
の

カ
レ

ン
ダ

ー
24　

た
ん

じ
ょ

う
お

め
で

と
う

(毎
月
13日

発
行
)

(毎
月
13日

発
行
)

vol.512
vol.512

2
0

1
5

2
0

1
5

月号 月号
  2  2

[発
行

] 太
良

町
　

〒
849-1698 佐

賀
県

藤
津

郡
太

良
町

大
字

多
良

1番
地

6
[T

el]0954-67-0312 [Fax]0954-67-2425 [H
P

]http://w
w

w
.tow

n.tara.saga.jp/
[編

集
]企

画
商

工
課

　
[印

刷
]松

浦
印

刷
株

式
会

社
平
成
27年

vol.512
vol.512

2
0

1
5

2
0

1
5

平
成
27年

　
佐
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県
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市
町
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

「
町
報
た
ら
」が
広
報
紙
、組

み
写
真
の
２
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。広
報
紙

は
２
年
連
続
、組
み
写
真
は
３

年
連
続
の
受
賞
で
す
。各
受
賞

号
は
、(社)
日
本
広
報
協
会
が
主

催
す
る
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
推
薦
・
出
品
さ
れ
ま
す
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。今
後
も
、皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
る
広
報
作
り

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

[広報紙]4月号[広報紙]4月号

[組み写真]6月号表紙[組み写真]6月号表紙

1月
4日

、成
人

式
が

行
わ

れ
、華

や
か

な
晴

れ
着

や
ス

ー
ツ

な
ど

を
身

に
ま

と
っ

た
新

成
人

た
ち

が
参

加
し

ま
し

た
。2-3ペ

ー
ジ

に
記

事
掲

載
。

養豚農家の3代目です。
日々豚の飼育をしています。

デコトラ
(デコレーショントラック)
です。
雑誌にも
載ったことが
あるんですよ。

家庭的な人

坂田養豚を大きく有名にしたい
です。
目指すはブランド豚！

◆仕事の内容

◆趣味

◆理想の女性

坂田和輝さん(青木平 20歳)

　　

◆将来の夢

◆太良町民への自己PR

養豚農家

とにかく豚肉を食べてください！
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